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Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
協

力
会
社
と
し
て
物
流
や
リ

サ
イ
ク
ル
を
展
開
す
る

近
畿
電
電
輸
送
（
大
阪
府

寝
屋
川
市
、
上
田
一
志
社

長
、

０
７
２
・
８
２
３

・
８
５
８

５
）
は
、

使
用
済
み

太
陽
光
パ

ネ
ル
の
循

環
ビ
ジ
ネ

ス
に
取
り

組
む
。
３

月
に
リ
サ

イ
ク
ル
設

備
を
整
備

し
て
中
間

処
理
事
業

を
開
始
。
来
年
度
に
は
リ

ユ
ー
ス
に
向
け
た
パ
ネ
ル

検
査
事
業
も
立
ち
上
げ
、

回
収
資
源
を
完
全
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
体
制
も
整
え

て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
循

環
に
ト
ー
タ
ル
で
対
応
し

た
い
考
え
だ
。
（
関
連
記

事
３
面
）

太
陽
光
パ
ネ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
設
備
は
、
同
社
八
幡

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
（
京

都
府
八
幡
市
）に
整
備
。環

境
装
置
メ
ー
カ
ー
の
近
畿

工
業（
神
戸
市
）が
開
発
し

た
自
動
リ
サ
イ
ク
ル
装
置

「
Ｒ
ｅ
Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
（
リ
ソ

ラ
）」に
よ
る
処
理
で
、
使

用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

端
子
ボ
ッ
ク
ス
、
ア
ル
ミ

フ
レ
ー
ム
、ガ
ラ
ス
、セ
ル

層
を
含
む
バ
ッ
ク
シ
ー
ト

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
回
収
す

る
。
現
在
は
端
子
ボ
ッ
ク

ス
と
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
、

ガ
ラ
ス
、
バ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
有
価
で
売
却
す
る
形
だ

が
、
来
年
度
に
は
破
砕
ガ

ラ
ス
を
自
社
で
加
工
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
す
る

こ
と
で
完
全
リ
サ
イ
ク
ル

を
実
現
。
さ
ら
に
パ
ネ
ル

検
査
シ
ス
テ
ム
も
確
立
し

て
、
リ
ユ
ー
ス
に
も
取
り

組
む
構
想
だ
と
い
う
。

同
社
は
１
９
６
５
年
の

創
業
。
電
気
通
信
資
材
の

輸
送
を
中
心
に
事
業
展
開

産
廃
・
一
廃
、
建
物
解

体
や
中
間
処
理
、
収
集
運

搬
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ
生
産
な
ど
で

実
績
を
重
ね
る
、
リ
サ
イ

ク
ル
ク
リ
ー
ン（
浜
松
市
、

藤
城
太
郎
社
長
、
�
０
５

３
・
９
２
５
・
１
３
６

６
）
は
、
大
川
工
場
に
、

御
池
鐵
工
所
製
の
機
械
式

選
別
機
「
バ
リ
オ
セ
パ
レ

ー
タ
ー
」
を
主
に
し
た
選

別
ラ
イ
ン
を
導
入
し
た
。

同
社
の
袋
井
工
場
に
次

ぐ
２
台
目
の
設
置
と
な

り
、
大
川
工
場
で
は
、
９

月
か
ら
稼
働
を
開
始
し

た
。
処
理
能
力
は
、
日
量

２
０
０
立
方
㍍
と
な
る
。

処
理
対
象
物
は
、
建
設

系
の
混
合
廃
棄
物
。
メ
イ

ン
機
の
バ
リ
オ
セ
パ
レ
ー

タ
ー
は
、
傾
斜
し
た
揺
動

エ
レ
メ
ン
ト
で
、
こ
れ
ま

で
選
別
が
困
難
だ
っ
た
建

設
系
混
合
廃
棄
物
を
高
い

精
度
で
選
別
で
き
る
。
材

料
の
物
性
に
応
じ
て
、
軽

量
物
・
重
量
物
・
細
粒
物

の
３
種
類
に
選
別
す
る
。

設
備
に
つ
い
て
は
、
軽

量
物
は
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ
（
固
形

燃
料
）
の
不
適
物
が
手
選

別
さ
れ
、
残
り
は
全
量
が

Ｒ
Ｐ
Ｆ
原
料
と
し
て
回
収

さ
れ
る
。

重
量
物
は
、
磁
選
機
を

通
し
て
、
金
属
類
を
回
収

し
た
後
、
手
選
別
コ
ン
ベ

ヤ
に
通
さ
れ
、
各
種
に
分

け
ら
れ
る
。
手
選
別
が
困

難
な
細
粒
物
は
、
コ
ン
テ

ナ
に
回
収
さ
れ
る
。
同
設

備
の
導
入
で
、
選
別
作
業

員
の
効
率
が
大
幅
に
向
上

し
、
省
人
化
に
も
貢
献
し

た
。今

後
、
他
工
場
で
同
様

の
選
別
設
備
を
水
平
展

開
し
て
い
く
計
画
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
リ
サ
イ
ク

還
流
し
て
き

た
。
結
果
、

国
内
の
廃
プ

ラ
を
処
理
す
る
中
間
処
理

工
場
に
も
荷
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ
生
産

工
場
の
稼
働
率
が
上
が
っ

て
き
た
。

同
社
で
は
、３
工
場（
袋

井
Ｒ
Ｐ
Ｆ
工
場
・
桜
台
工

場
・
大
川
工
場
）
で
、
原

選
別
装
置
の
導
入
で
、
資

源
化
率
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
廃
プ
ラ
な

ど
の
可
燃
物
の
処
理
量
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
選
別
度
が

高
く
な
る
こ
と
で
、
燃
料

の
品
質
も
ア
ッ
プ
し
て
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
の
信
頼
度
も

高
く
な
る
と
の
相
乗
効
果

が
あ
る
。

リサイクル
ク リ ー ン

近
畿
電
電
輸
送

太太
陽陽
光光
パパ
ネネ
ルル
ＲＲ
をを
開開
始始

大
型
の
機
械
式
選
別
機
を
導
入

Ｒ
Ｐ
Ｆ
生
産
や
廃
プ
ラ
増
に
対
応

完
全
再
資
源
化
も
視
野
に

高
野
興
業
（
三
重
県
桑

名
市
、
髙
野
泰
宏
社
長
、

０
５
９
４
・
４
２
・
３

３
０
５
）
は
８
月
１６
日
、

名
古
屋
営
業
所
（
愛
知
県

弥
富
市
）
の
破
砕
施
設
に

Ｓ
Ｓ
Ｉ
製
の
二
軸
破
砕
機

を
導
入
し
、
廃
プ
ラ
な
ど

７
品
目
の
処
理
能
力
を
大

幅
に
伸
ば
し
た
。
漁
網
や

軟
質
プ
ラ
な
ど
多
様
な
処

理
困
難
物
を
短
時
間
で
破

砕
で
き
、
受
入
対
象
を
拡

大
。
破
砕
業

務
の
省
人
化

に
も
つ
な
げ

た
。
７
月
に

は
四
日
市
営

業
所
（
三
重

県
四
日
市

市
）
の
選
別

プ
ラ
ン
ト
に

土
質
改
良
機

や
脱
水
機
を

組
み
込
み
、

リ
サ
イ
ク
ル

製
品
や
Ｒ
Ｐ
Ｆ
原
料
の
品

質
を
向
上
。
業
務
を
効
率

化
す
る
た
め
、
約
４
億
円

掛
け
て
各
設
備
を
導
入
し

た
。二

軸
破
砕
機
「
Ｍ
１
４

０
Ｅ
Ｄ
」
は
、
イ
ン
バ
ー

タ
ー
制
御
機
能
付
き
の
電

動
駆
動
破
砕
機
。
イ
ン
バ

ー
タ
ー
制
御
に
よ
り
、
主

軸
が
正
転
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
副
軸
の
負
荷
を
抑

制
す
る
駆
動
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
０
馬
力
（
１
４

９
㌔
㍗
）
の
電
動
モ
ー
タ

を
２
台
備
え
、
計
４
０
０

馬
力
の
性
能
を
持
つ
。

光
ケ
ー
ブ
ル
、
廃
タ
イ

ヤ
、
防
舷
材
と
い
っ
た
処

理
困
難
物
の
破
砕
に
掛
か

る
時
間
を
１０
分
の
１
以
下

に
短
縮
で
き
、
選
別
等
の

他
業
務
に
人
員
を
配
置
。

設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
負

担
が
減
り
、
同
社
担
当
者

は
「
円
滑
な
処
理
が
可
能

と
な
っ
た
」
と
し
た
。

名
古
屋
営
業
所
で
は
、

主
に
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ

ー
の
戸
建
て
住
宅
工
事
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
時
に

排
出
さ
れ
る
建
設
系
廃
棄

物
を
処
理
し
て
お
り
、
新

築
系
と
解
体
系
の
割
合
は

半
々
。
同
所
で
は
、
今
年

６
月
２５
日
に
処
理
能
力
の

変
更
の
許
可
を
受
け
８
月

８
日
に
着
工
、
同
月
１６
日

に
行
政
検
査
を
受
け
、
本

格
的
に
稼
働
し
て
い
る
。

髙
野
社
長
は
、「
今
年
１０
月

１
日
よ
り
社
名
を
変
え
、

『
高
野
』
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
き
る
。今
後
、

一
層
排
出
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、

培
っ
て
き
た
技
術
を
駆
使

し
資
源
の
再
生
に
寄
与
し

て
い
く
」と
話
し
た
。（
関

連
記
事
５
面
）

Ｓ
Ｓ
Ｉ
製
の
二
軸
破
砕
機
を
導
入

高
野
興
業

八幡リサイクルセンタに導入した「ReSola」

導
入
し
た
機
械

強 力 二 軸 で
処理困難物に対応

ト
ベ
商
事
（
本
社
・
東

京
、
戸
部
昇
社
長
、
�
０

３
・
５
９
０
２
・
３
２
０

２
）
を
始
め
と
す
る
６
社

は
８
月
２２
〜
３０
日
、
ケ
ニ

ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
地
域
で
の

使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

再
資
源
化
に
関
す
る
第
１

回
現
地
調
査
を
行
い
、
９

月
１１
日
に
帰
国
報
告
会
を

行
っ
た
。
同
国
で
は
一
部

の
使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
が
回
収
さ
れ
、
破
砕
片

（
フ
レ
ー
ク
）
に
加
工
し

て
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
、

国
内
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
や
事
業
の
高
度
化
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

今
回
の
現
地
調
査
は
、

�
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
か
ら
案
件
化
調
査

の
採
択
を
受
け
た
「
使
用

済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
再
資

源
化
の
た
め
の
案
件
化
調

査
（
中
小
企
業
支
援
型
）」

と
し
て
採
択
さ
れ
、
ケ
ニ

ア
を
対
象
国
に
今
年
８
月

９
日
〜
２
０
２
０
年
９
月

１７
日
ま
で
の
期
間
で
行
わ

れ
る
取
り
組
み
の
第
一
弾

と
な
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

を
破
砕
・
洗
浄
し
て
フ
レ

ー
ク
に
加
工
し
、
高
純
度

ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
す
る
こ

と
で
販
路
を
広
げ
る
計
画

を
想
定
し
て
い
る
。

ト
ベ
商
事
が
業
務
委

託
事
業
者
と
な
り
、
新
ケ

ミ
カ
ル
商
事
（
本
社
・
北

九
州
市
、
和
久
田
茂
彦
社

長
）
が
機
材
計
画
策
定
、

Ｎ
Ｃ
Ｔ
化
学
（
本
社
・
東

京
、
正
山
堯
社
長
）
が
現

地
生
産
可
能
性
検
証
、
白

井
エ
コ
セ
ン
タ
ー
（
ク
リ

ー
ン
テ
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
ア

フ
リ
カ
（
ナ
イ
ロ
ビ
市
、

滝
口
千
明
社
長
））が
チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

る
。ス
リ
ー
ラ
ン
プ
ス（
東

京
・
新
宿
）
と
Ｅ
Ｔ
Ａ
社

（
ナ
イ
ロ
ビ
市
）
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
っ
て
い

る
。ケ

ニ
ア
の
飲
料
メ
ー
カ

ー
を
中
心
と
す
る
業
界
団

体
の
Ｋ
ｅ
ｎ
ｙ
ａ

Ｐ
Ｅ

Ｔ

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｉ
ｎ

ｇ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ

（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）
に
よ
る

と
、
同
国
で
は
現
在
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
が
年
間
約
４

万
㌧
生
産
さ
れ
、
そ
の
う

ち
８
０
０
０
〜
１
万
６
０

０
０
㌧
が
回
収
さ
れ
て
い

る
。
中
国
が
輸
入
を
禁
止

し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在

は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
レ
ー
ク
と
し

て
イ
ン
ド
や
エ
ジ
プ
ト
、

ト
ル
コ
な
ど
に
輸
出
・
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る

が
、
ケ
ニ
ア
国
内
の
フ
レ

ー
ク
業
者
は
不
安
定
な
販

売
ル
ー
ト
や
価
格
変
動
な

ど
の
経
営
リ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

現
地
調
査
結
果
で
は
、

再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ペ
レ
ッ
ト
の

ケ
ニ
ア
国
内
で
の
利
用
実

績
は
ほ
ぼ
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
が
、
「
安
定
供
給

体
制
が
整
え
ば
十
分
見
込

み
が
あ
る
と
考
え
る
」
と

し
て
い
る
。

ト
ベ
商
事
な
ど
６
社
は

案
件
化
調
査
の
次
の
段
階

と
し
て
、
フ
レ
ー
ク
加
工

・
再
生
ペ
レ
ッ
ト
製
造
の

実
証
装
置
を
ケ
ニ
ア
の
ジ

ョ
モ
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
農
工

大
学
内
に
設
置
し
、
テ
ス

ト
を
行
う
考
え
だ
。

ケ
ニ
ア
で
現
地
調
査
開
始

効
率
化
で
受
入
拡
大
へ

ト
ベ
商
事
な
ど
６
社

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
再
資
源
化
の
案
件
化

９
月
１１
日
に
発
足
し
た

第
４
次
安
倍
第
２
次
改
造

内
閣
で
環
境
大
臣
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子

力
防
災
）
に
小
泉
進
次
郎

氏
が
就
任
し
た
。
同
日
に

行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
は

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策

や
福
島
県
の
復
興
等
に
つ

い
て
言
及
し
た
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対

策
に
つ
い
て
は
、
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

減
ら
す
取
り
組
み
な
ど
を

評
価
し
つ
つ
、「
大
阪
ブ
ル

ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ

ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

不
可
欠
だ
」
と
話
し
た
。

福
島
県
の
復
興
に
関
し

て
は
、「
東
日
本
大
震
災
と

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
の
教
訓

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

故
郷
に
戻
れ
な
い
人
々
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
た
い
」と
し
、

中
間
貯
蔵
施
設
等
に
つ
い

て
は
「
全
て
は
地
元
の
皆

さ
ま
の
理
解
が
な
く
て
は

実
現
し
な
い
。
中
間
貯
蔵

開
始
後
３０
年
以
内
の
県
外

最
終
処
分
は
約
束
し
た
こ

と
。
な
ん
と
し
て
も
守
ら

な
い
と
い
け
な
い
」
と
説

明
し
た
。

小
泉
大
臣
は
安
倍
晋
三

首
相
か
ら
、
環
境
分
野
に

つ
い
て
日
本
国
内
・
海
外
へ

発
信
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
た
と
明
か
し
、「
環
境
省

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
�
担
当
省
・
社

会
変
革
担
当
省
だ
と
考
え

て
い
る
。
環
境
だ
け
で
な

く
、社
会
全
体
に
大
き
な
変

革
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

ま
た
、
９
月
１３
日
の
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、廃
プ
ラ
問
題
に
対
し
、

小
泉
大
臣
は
「
海
外
で
の

規
制
の
情
報
収
集
を
し
な

が
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
戦
略
の
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
の
目
標
の
達
成
に

向
け
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

排
出
抑
制
を
加
速
し
て
い

く
」
と
話
し
た
。
そ
の
際

に
は
、「
経
済
や
雇
用
に
悪

影
響
が
出
な
い
よ
う
に
し

た
い
」
と
し
、
「
国
内
で

１
０
０
％
循
環
で
き
れ
ば

海
外
で
輸
出
が
規
制
さ
れ

て
も
問
題
は
な
い
。
将
来

的
に
環
境
省
と
し
て
、
ご

み
そ
の
も
の
が
生
ま
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

環境省

海
洋
プ
ラ
対
策
な
ど
推
進

国
内
１００
％
循
環
目
指
す

小
泉
進
次
郎
氏
が
大
臣
に
就
任

リサイクル事業高度化へ
（帰国報告会のもよう）

小泉進次郎環境大臣

PETボトルのリサイクルを進める必要が
ある（ナイロビ地域で。滝口千明氏提供）

９
月
５
日
に

発
生
し
た
台
風

１５
号
は
９
月
９

日
、
関
東
に
接

近
・
上
陸
し
、甚

大
な
人
的
被
害

・
建
物
被
害
を

も
た
ら
し
た
。

県
内
で
は
停
電
が
発

、
現
時
点
で
も
復
旧

了
し
て
い
な
い
地
域

る
な
ど
状
況
は
深
刻

て
い
る
▼
復
旧
が
遅

原
因
の
一
つ
と
し
て

ら
れ
て
い
る
の
は
倒

。
人
員
体
制
が
整
っ

た
と
し
て
も
必
要
な

を
搬
入
す
る
こ
と
が

と
な
っ
て
し
ま
っ
て

。
今
後
作
業
を
進
め

く
た
め
に
は
同
時
に

の
処
理
を
行
っ
て
い

い
と
い
け
な
い
▼
東

内
で
は
、
９
月
８
日

で
鉄
道
各
社
が
運
行

を
発
表
し
た
た
め
、

９
日
朝
時
点
で
の
混

乱
は
少
な
か
っ
た
。
一
方

で
、
運
転
再
開
後
に
混
雑

し
、
人
が
駅
に
入
れ
な
い

状
況
が
続
く
こ
と
も
あ
っ

た
▼
今
回
の
台
風
で
再
度

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
の
が
、

イ
ン
フ
ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
重
要
性
だ
。
特
に
電

力
は
人
々
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二

次
被
害
の
拡
大
に
も
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
▼
産
業
廃

棄
物
処
理
も
社
会
に
必
要

不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
と
な

っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
や
各
種
訓

練
・
研
修
な
ど
非
常
時
に

万
全
な
備
え
を
敷
い
て
い

る
企
業
は
多
い
が
、
必
要

に
応
じ
た
更
新
・
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。
（
和
）

（第３種郵便物承認）
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